
2009年事業・活動報告（2009年１月１日～12月31日）

設立３年めとなる2009年は、懸案であった地域内外を結ぶワンストップ型のマネジメント拠点
を岩見沢市に開設することができ、当NPOの使命である「炭鉱の記憶を手がかりにした地域の
再生」に向けた取り組みにとって、画期的な年となりました。
以下、各事業ごとに、2009年の活動についてご報告します。

［活動計画に対して：○=達成 △=途上 ×=未了 ◎=途中から新規］

■出版事業
△『空知産炭地域の炭鉱遺産市民活動（仮題）』の刊行：10月の炭鉱記憶フォーラムに合わせ
て「炭鉱の記憶ブックレット」№２として発刊を予定していましたが、マネジメントセンター
設置業務に労力をとられたため、準備状態から先に進むことができませんでした。
×炭鉱の記憶ブックレットシリーズの次期刊行物の準備：素材発掘や執筆者探索などは継続して
行っていますが、具体的な進展を見ることはできませんでした。

■炭鉱遺産事業
△iPodガイドシステムの本格運用：地域内の回遊促進のため本格運用を開始する予定でした
が、３本の素材（幌内×２本、北炭送電線×１本）は完成しているものの、マネジメントセン
ターの開設によるWeb再構築作業が遅れたため、課金システムの導入など新規公開方法の開
発まで手がまわらず、運用に至りませんでした。
△「その先マップ」（まち歩きガイド）の作成：空知支庁の主導で赤平市住友赤平立坑周辺地
区をモデルに検討を進めているフットパスルートマップと連動して、当NPOとしてもスケー
ルの異なる２つの地区（岩見沢市美流渡万字地区、夕張市清水沢地区）でのマップ作成
を、2010年３月までに完成すべく作業を進めています。
○ナショナルトラストなど炭鉱遺産の保全手法についての研究：住友赤平立坑の保存・活用に
ついて、地元団体と協議会を結成し具体的な検討に入っており、当NPOは事務局として、計
画構想の取りまとめなど地域シンクタンク的な役割で参画しています。
○炭鉱の記憶の場を具体化する空間づくり：三笠市の北炭幌内鉱
布引立坑跡で、10～11月にアートインスタレーション（芸術の
架設展示）「幌内布引アートプロジェクト」を開催し、延べ12
日の会期で約600名の入場者があるなど大きな反響を呼びまし
た。札幌市立大学上遠野先生と学生、札幌のデザイングループ
ＳＡＲＤの協力を頂き実現したもので、元炭鉱マン、芸術関
係、地元関係機関の方など、これまで関係を持てなかった新た
な人々との接点を持つことができ、活動の幅が一段と広がりました。11～12月には、２会場
（札幌/アートスペースＣＡＩ02、岩見沢/マネジメントセンター）で報告展で開催しました。
○学術支援事業・市民団体連携事業の催事開催：８月に、旧産炭
地研究会（=JAFCOF、社会学専攻の大学教員・院生で組織する
研究グループ）・早稲田大学と共催で、日英ワークショップ
「日本とウェールズにおける炭鉱の記憶」を開催し、炭鉱の記
憶の重要性と国境を越えた産炭地域の連帯についてアピールす
ることができました。また、９月には吉岡理事長がJAFCOF一
行とウェールズのスゥオンジー大学を訪問し、空知地域の現状
について発表しました。
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10月には、空知支庁と協調して、東京大学・西村幸夫先生などを招いて炭鉱の記憶に関する
ワークショップや見学会など連続催事を開催し、市民向けて炭鉱の記憶の関心を高めること
ができました。
○岩見沢でのワンストップ型マネジメント拠点の開設準備：８月17日に、JR岩見沢駅前に「そ
らち炭鉱の記憶マネジメントセンター」を開設しました。
事業推進にあたっては、本来であれば、予算の組み替えなど事業変更に伴い臨時総会を開催
すべきところでしたが、年当初の活動計画に掲げた「開設準備」を前広に推し進める性格の
ものであり、補助事業申請や関係機関との契約・手続き業務が輻輳し時間的な余裕がないこ
とを勘案して、定款第38条1項（予算の追加および更正）を適用し、理事会での検討を経て事
業を推進しました。
特に、当初予算規模を大幅に上回る事業規模となったことから、新たな「拠点施設事業」の
項目を立て経理することとしました。

■拠点施設事業
◎そらち炭鉱の記憶マネジメントセンター：国の「ふるさと雇用再生特別基金事業」に基づい
て、７月に空知支庁が公募した「そらち『炭鉱の記憶』活用地域ビジネス展開事業」に応募
し採択されました（単年度契約で2011年度まで）。７月28日の契約締結から約半月のうち
に、事務所の物件選定や賃借契約、職員の募集や採用、施設の整備、広報などを猛烈なス
ピードで行い、８月17日に開業することができました。
センターは、JR岩見沢駅から至近にあり、かつて炭鉱全盛期に
は炭鉱地帯の需要に支えられた卸売業が多く集積していた岩見
沢市１条４丁目に立地する、由緒と雰囲気のある歴史的建造物
（契約面積175㎡、事務所=石造木骨・1927年／石蔵倉庫=石
造・1909年）を選定しました。オーナーのご厚意で、本来賃借
人がすべき補修や設備改修工事を行って頂いたことで、立ち上
がり資金の乏しい当NPOとしては大いに助かりました。
常勤職員として、事務局長１名・事務局次長１名・事務局員２
名を採用し、それぞれ担当を定めてセンターの事業を遂行しま
した。また、これとは別に、NPO独自に研究員１名を准常勤と
して配置し、採用した職員の炭鉱や地域振興に関する知識経験
の不足を補いました。
地域内外を結ぶための拠点として機能するために、特に情報の
受発信と知見を集積する体制を早急に確立することを目指して
活動してきました。特に、認知度を高めるための努力を行い、報道機関への情報発信、独自
のホームページやブログの開設、「炭鉱×アートドキュメントプロジェクト展」のような特徴
的な展示を行いました。

■学術支援事業
○アーカイブス作成のための検討や試行：空知産炭地域を研究
フィールドとするJAFCOFの取り組み支援を通じて、アーカイ
ブス構築のための活動を展開しました。現在のとこ
ろ、JAFCOFでは住友赤平鉱エリアで関係者からのインタ
ビューなどモデル的な展開を先行させており、今後も連携をと
りながら活動を進める予定です。

■市民団体連携事業
○全国近代化遺産に携わる市民団体と交流する催事の開催：炭鉱遺産事業の項目で先述した通
り、10月に炭鉱の記憶に関する催事を開催しました。



×「通信員」制度による双方向の意思疎通の活性化：具体的な活動を着手することができませ
んでしたが、マネジメントセンターがその機能を代替する役割を担いつつあります。
○地域内外のネットワーク強化と活動の普及啓蒙：地域内外からの求めに対して、積極的に対
応しました。特に、吉岡理事長が会長を務める道央圏観光戦略会議では、「ハブ観光」
（［ハブ］宿泊拠点となる都市-［サテライト］周辺の地域資源との新たな連携スタイル）と
いうコンセプトの取り組みが構想されており、その中で炭鉱の記憶をテーマとした展開が具
体化しつつあります。

■会務
△会員に対する情報提供やサービスの強化：ニュースペーパー（№3～№5）、メールマガジン
（№4～№9）、ホームページ（随時更新）によって活動情報の発信に務めました。少しずつ
充実する方向ではありますが、まだ十分にできているとは言えず、特にインターネット環境
にない会員に対するアクセスが対応できませんでした。
△対外的な広報機能の高度化：容量60GB対応のサーバーへ移行しレンタルサーバーの強化は具
体化しましたが、この基盤を生かしたコンテンツの充実はなお途上にあり、マネジメントセ
ンター業務の中で展開方策を考える必要があります。
△理事の活動の活性化：理事会活動の活性化を意図して、前回の改選で役員数を見直しました
が、まだ十分な成果をあげるまでに至りませんでした。



■活動日誌





 2009年度収支決算報告、監査報告

単位：円

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

（現金・預金）

現金 0

普通預金 北洋銀行 539,745

普通預金 北海道労働金庫 1,007

郵便振替口座 13,000

現金・預金小計 553,752

（その他流動資産）

仮払金［菊地拓児氏発送運賃］ 16,870

流動資産合計 570,622

２　固定資産

敷金［マネジメントセンター］ 50,000

固定資産合計 50,000

資産合計 620,622

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

預り金［社会保険料］ 95,997

流動負債合計 95,997

２　固定負債 0

固定負債合計 0

負債合計 95,997

正味財産 524,625
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該当事項なし

2009年　特定非営利活動に係る事業会計　財産目録

2009年12月31日現在

特定非営利活動法人炭鉱の記憶推進事業団

2009年　その他事業会計　財産目録

2009年12月31日現在

科　　　　　目 金　　　　　額

特定非営利活動法人炭鉱の記憶推進事業団



単位：円

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

（現金・預金）

現金 0

普通預金 北洋銀行 539,745

普通預金 北海道労働金庫 1,007

郵便振替口座 13,000

現金・預金小計 553,752

（その他流動資産）

仮払金 16,870

流動資産合計 570,622

２　固定資産

敷金 50,000

固定資産合計 50,000

資産合計 620,622

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

預り金 95,997

流動負債合計 95,997

２　固定負債 0

固定負債合計 0

負債合計 95,997

Ⅲ　正味財産の部

１　前期繰越正味財産 624,670

２　当期正味財産増加額 ▲ 100,045

正味財産合計 524,625

負債および正味財産 620,622

該当事項なし

金　　　　　額

2009年　特定非営利活動に係る事業会計　貸借対照表

2009年12月31日現在

特定非営利活動法人炭鉱の記憶推進事業団

特定非営利活動法人炭鉱の記憶推進事業団

2009年　その他事業会計　貸借対照表

2009年12月31日現在

科　　　　　目






